
第 30 回岡山もも脳ネット運用会議 議事録 
 
 
開催日時：平成 25 年 3 月 26 日（火）19：00～20：00 
開催場所：岡山赤十字病院 センター棟 4 階 研修室 
 
出席者：赤磐医師会病院（小幡 Ns、道越 MSW） 
    大杉病院（西山 MSW） 
    岡村一心堂病院（山本 Ns、田村 MSW） 
    岡山医療センター（塩田 Dr、奈良井 Dr、鳥越 Ns、吉田 PT、高渕 MSW） 
    岡山協立病院（森植 Ns、吉村 PT、安積） 
    岡山旭東病院（原田 Ns、高津 Ns、片岡 PT、野間 OT、片岡 MSW、白澤事務） 
    岡山光南病院（西崎 Dr、宮森 Dr、松井 Ns、内山 Ns、知野見 PT、斉藤 MSW） 
    岡山済生会総合病院（岡崎 Ns、村藤 PT、新居事務） 
    岡山西大寺病院（岩野 PT、石井 MSW） 
    岡山市立金川病院（大森 Dr、末澤 PT、森重 MSW） 
    岡山市立市民病院（桐山 Dr、山本 Ns、梅田 Ns、宮地 PT、菊井 PT、松尾 MSW） 
    岡山赤十字病院（岩永 Dr、片岡 Dr、徳永 Ns、田中 Ns、山田 Ns、小幡 PT、内藤 MSW、 

石原 MSW、橘 MSW、中村 MSW） 
    岡山大学病院（出口 Dr） 
    岡山中央病院（福場 MSW、藤井 MSW、大田原事務） 
    岡山中央奉還町病院（岸本 Ns、難波 Ns、宮島 OT、山本 MSW） 
    岡山東部脳神経外科岡山クリニック（河野 PT、安井事務） 
    岡山リハビリテーション病院（森田 Dr、戸川 Ns、井上 Ns、荒尾 PT、児玉 MSW） 
    岡山労災病院（片山 Dr、中野 PT、松下 MSW） 
    梶木病院（佐藤 PT、岡本 MSW、平松事務） 
    川崎医科大学附属川崎病院（升間 MSW、水津 MSW） 
    川崎医科大学附属病院（井上 Dr） 
    草加病院（浅野 PT） 
    倉敷紀念病院（中野 MSW） 
    倉敷成人病センター（守谷事務、仁科事務） 
    倉敷リハビリテーション病院（浅利 Dr） 
    児島中央病院（田中 PT、小野 MSW） 
    小林内科診療所（畑山 Ns、物部 OT、難波 MSW） 
    済生会吉備病院（石川 Ns、岩藤 MSW） 
    さとう記念病院（大田 MSW） 
    佐藤病院（工藤 Ns、掛田 PT、宇民 MSW） 
    重井医学研究所附属病院（中井 MSW） 
    しげい病院（中條 Ns、南 MSW、河原事務） 
    高梁中央病院（川上 OT、樋口 MSW） 
    玉野市民病院（有信 PT） 
    たまメディカルリハビリテーションクリニック（槌田 Dr、永田事務） 
    津山第一病院（万代 PT、横山事務） 
    備前市立吉永病院（萩野 PT、寺地 ST、山田 MSW） 
    藤田病院（高橋 MSW） 
    竜操整形外科病院（藤井 PT、坪田 MSW） 



    ＜在宅ワーキンググループ＞ 
    大橋医院（大橋 Dr） 

岡山県介護支援専門員協会（丸田 CM） 
岡山県歯科衛生士会（小橋歯科衛生士、松尾歯科衛生士） 

    岡山歯科医師会（相坂 Dr、熊代 Dr、角谷 Dr） 
    都窪歯科医師会（山本 Dr） 
    備前保健所（平田 PHN） 
     

                     計 38 施設 115 名（敬称略・五十音順） 
                          医療関係：39 施設 106 名 
                          在宅グループ：6 施設 9 名 
 
 
①運用状況報告 
（1）大腿骨頚部骨折パス（岡山赤十字病院：片岡 Dr） 
  平成 24 年 3 月 1 日～平成 25 年 2 月 28 日のデータを集計 
  ・全体的に患者数が 1 割程度減少している 
  ・最近、骨粗鬆症の治療が進歩したことが影響していると考えられる 
  【急性期】 

・平均在院日数は前年に比べると 32.5 日から 27.9 日に減少 
・約半数の患者が連携先へ転院している 
・最終退院先は在宅が 60％を切っている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  【回復期】 
   ・FIM のデータが病院間で差があるため、つけ方の見直しをするべき 
   ・パス外の患者の FIM は低いが、2 点前後回復しているところもある 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）脳卒中パス（岡山赤十字病院：岩永 Dr） 
  急性期 10 病院、回復期 18 病院の平成 24 年 12 月 1 日～平成 25 年 2 月 28 日のデータを集計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ・平均在院日数は昨年と比較して若干短縮している 
  ・在宅復帰率は 7～8 割といつもと変わらない 
  ・在宅復帰率と在院日数は相関していないよう 
 
 



②県民フォーラム報告（岡山労災病院：片山 Dr） 
（1）テーマ：第 1 回と同様「脳卒中・骨折で寝たきりにならないために 
              ～予防からリハビリ、在宅ケアまでまるごと学ぼう～」 
（2）会場：岡山市民会館 
（3）日時：平成 25 年 2 月 2 日（土）13 時 30 分～16 時 00 分（受付：12 時 00 分～） 
（4）形式：（詳細はスライド参照） 
   メイン会場：3 つの講演（脳卒中・頚部骨折・地域連携）→リフレッシュ体操→創作劇 
   特設会場：在宅支援（4 名）・高次脳機能障害（3 名）・在宅歯科（4 名）について 3 ヶ所設置 
   よろず相談コーナー：2 班が講演後の質疑応答で時間が無かった方に対応し、もう 1 班は予 

備班として待機しておく予定であったが、3 班同時に対応した 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（5）広報： 
   ・平成 25 年 1 月 20 日（日）の山陽新聞折込広告に 175,550 部 
   ・平成 25 年 1 月 26 日（土）朝日新聞に記事掲載 

  ・平成 25 年 1 月 27 日（日）山陽新聞広告掲載 
（6）参加者：約 600 名（配布資料 443 セット+会場使用率） 
（7）アンケート：回収率 56.7％（251/443 部） 
 
 
 
 
 
 
 



③来年度のもも脳ネットの運営について 
 ・現在、事務局である岡山赤十字病院の岩永 Dr が川崎病院へ異動となり、岡山医療センターの大 

森 Dr が金川病院長となっているため、今後の事務局・まとめ役の検討が必要。 
 ・来月中にコアメンバー会議を開催し、今後の運用について話し合う予定。 
 ・県民フォーラムは来年度も県の事業として開催予定。幹事病院についても検討していく。 
 ・法人化については、コアメンバー会議で時間をかけて話し合う。 
 
④OV パスの様式について（岡山中央奉還町病院：宮島氏） 
 ・昨年、厚生局適時調査にて OV パス（地域連携診療計画書）について、様式 12-2 に準じた様式 

の OV パスを用いるよう指摘あり 
 ・具体的な指摘事項… 
  （1）入院時の状況 
     入院時の症状は「患者様及びご家族への説明」欄に記載する。個別性のあるコメントが 

必要 
  （2）退院に当たり予測される患者の状態に関する退院基準 
     「病状が安定している」の一文しかないので、患者の個別性を踏まえて表記が必要 
  （3）説明日の欄 
     患者に説明した日付の記載が必要 
  （4）※1・2 の注意書きが欠落している 
 ・県の様式変更について、備前保健所・平田氏より県庁へ申し出る 
 ・まずは各病院でハンコ等を使用しての対応とし、改訂版が完成すれば変更していく 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤岡山県回復期リハビリテーション協会について（倉敷リハビリテーション病院：浅利 Dr） 
 ・県内の回復期リハビリテーション病棟を有する全 22 病院が参加 
 ・昨年度設立し、今年 2 月 23 日に設立記念として第 1 回研究会を開催 
 ・活動内容としては、教育研究の場の提供、各機能別間・職種間の情報共有、回復期リハ間の情 

報共有、共有する課題へ対応 



⑥その他 
 ・次回運用会議 

平成 25 年 6 月 19 日（水）19 時～ 岡山医療センター 西棟 8 階 大研修室 
 
 

 
（書記：橘） 


